
平成 24 年 11 月 15 日  

広報資料  

                         京都府立海洋高等学校 

                         校 長  塩見 正典 

 

   人権講演会 

『世界人権宣言とは｣ 

 

 人権とは、全ての人が個人としての生存と自由を確保し、社会において幸福な

生活を営むために欠くことのできないものです。 

 今回の講演会では、個人の人権尊重が、自由・正義・平和の基盤であるとする

世界人権宣言について学びます。人権についての正しい知識や認識を培うこと

で、お互いの人権が大切にされる、いじめのない温かい社会を構成する一人の人

間として生きていくための力を身につけます。 

 

 

 日時 ： 1１月16日（金） 13:25～14:35 

 場所 ： 本校 体育館 

 参加 ： 全校生徒・教員 

 講師 ： 安藤 仁介 氏（（財）世界人権問題研究センター所長） 

 

 

  海洋高校は、H24｢学力向上フロンティア校｣(府教委) 

 の指定校です。 

  「Be Unique（ユニーク）！ 海洋ならではの挑戦」

 をテーマとして、社会とのつながりを大切に、活用と 

 自己有用感をとおして｢質の高い学力｣を磨くキャリア 

  教育・シティズンシップ教育を推進しています。 

 

 問い合わせ先  

 京都府立海洋高等学校 

    副校長 松下 茂男 

  電 話  0772-25-0331 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<講師紹介> 

  安藤先生は、京都大学法学部・同大学院卒業後、米国フレッチャー・スクールで博士を

取得されました。京都大学、神戸大学、同志社大学で教鞭をとられ、現在は、京都大学名

誉教授、京都の世界人権問題研究センター所長をされています。 

 1987～2006年の間、世界人権宣言を条約にした「国際人権規約」に基づく自由権規

約委員を日本人で初めて務められ、委員長も経験されました。また、オランダ・ハーグの

常設仲裁裁判所の裁判官もされました。 

 著書には、英文の『国際法における降伏、占領と私有財産』、『国際シンポジウム 東

京裁判を問う』（共著）などあります。 

 


